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写真の明るい箇所ほど盛り上がり、暗い場所は低く

なるように画像を処理して 3D 化した。まず立体化した

い画像を探し、その後 Python を使い以下の①～③の

工程を処理した。 

①画像のグレースケール化  

②画像のピクセル毎の明度を抽出し数値化  

③Blender 上で Python を実行し、明度の大きい座

標を高い山にすることで、数値化した画像データ

を立体化  

立体化したデータを STL で書き出し、Bambu Studio

を使用してスライス時に台座から高さ 0 までを黒色フィ

ラメント、それ以上を白色フィラメントに設定して造形し

た（写真８）。 

 

写真８．M101 回転花火銀河を造形したもの 

銀河の渦巻き構造が良く分かる。 

 

この手法により、健常者も目で見て楽しめる立体模

型が作成できた。しかし、今回の手法では白に近い

（明るい）ほど山が高くなるため、実際の奥行きを反映

しない場合がある（写真９）。 

 

写真９．M104 ソンブレロ銀河を造形したもの 

実際の銀河における暗黒帯は最も手前だが、3D

モデルでは低くなってしまっている。  

 

より良い造形には、画像に応じて元画像のコントラス

ト調整をすることで、画像の明暗をはっきりさせ、境界

を明瞭にし、立体感を強めることができる。立体感のた

めには濃淡の大きな画像が望ましいが、明るい恒星な

どがあると触った時に指が痛くなる課題があった。また

ディテールが細かい画像は 3D プリンターの解像度を

超えると潰れてしまうため、処理が必要である。 

以上より、本手法は科学的な見方や考え方を養う

目的で活用することは難しいが、表現手法の一種とし

て天体に親しみを持ってもらうことには活用できる可能

性がある。また触察モデルとして活用するには、画像

から主眼となる部分を切り出して造形することで体験し

て欲しい天体以外の恒星が尖り過ぎることなく立体感

を強められると、2025 年度研修にてご示唆をいただい

た。 

 

４４．．おおわわりりにに 

研修への参加をきっかけに 3D プリンターを用いた

制作活動を開始し、公開されている 3D データの出力

から 3D モデリングによるデータ制作まで、基本的な方

法に限られるが、造形方法を習得することができた。

SLS ロケット模型の制作では、出力可能範囲よりも大き

なサイズの造形方法や造形物同士の接着方法を模索

し、それらを解決することができた。確実に一歩ずつ新

たなテクニックを習得できている。 

サイエンスショーの実験道具や展示の補助具の制

作を通して、科学館の事業に 3Dプリンターを活用でき

る可能性がわかった。実験道具の制作や展示体験の

充実化、また、メンテナンス業務の効率化を図るため

のものなど、今後も検討を進めていきたい。 

天体写真の触察モデルの制作から、事業の目的に

応じて展示やワークショップにも利用可能な 3D モデル

を自作できる可能性が広がった。 

なお、木村は 2025 年度の研修で、巡回企画展「野

辺山天文台」での 3D プリンターを用いたイベント[1]、

サイエンスショーの道具製作、天体写真の触察モデル

についての成果を発表した。 
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概 要 

 

国立科学博物館は令和 7 年に、自然科学系博物館や人文系、総合博物館等に所属し、収蔵する機

械資料の取り扱いについて習得したい中堅学芸員等の専門職員を対象に、機械資料のメンテナンスを

実践的に体験することで、各博物館において機械資料が活用されることを目指した研修を実施した。 

今回、この研修に参加する機会を得て、機械式時計のメンテナンスを体験した。時計の分解や組み立

てに挑戦したことで、機械資料に対する取り扱いへの抵抗感を減らし、活用に係る資質向上を図ることが

できた。本稿では、機械式時計のメンテナンス体験を中心に、この研修内容について報告する。 

 

 

１１．．ははじじめめにに    

国立科学博物館では、自然科学系博物館等に勤

務する中堅学芸員を対象に、一層の質向上を目的と

して高度な内容の研修を実施している。 

令和 7 年度は、実践的に機械式時計のメンテナン

スを体験することで、機械資料の取り扱いにおける抵

抗感を減らし、各博物館が所蔵する機械資料が活用

されることを目指した研修を実施した。国立科学博物

館  筑波研究施設にて、2025 年 11 月 11 日（火）から

11 月 14 日（金）にかけて、自然科学系博物館をはじ

め、人文系や総合博物館等に所属し、収蔵している

機械資料の取り扱いについて習得したい中堅学芸員

等の専門職員を対象に実施された。日程は表１にまと

めた。機械式時計のメンテナンスの実習だけでなく、国

立科学博物館所蔵の理工系資料の収蔵施設の見学

や、サイエンスコミュニケーションの基礎講座を受講す

ることもできた。また、本研修に参加されていた他の施

設の職員や国立科学科博物館の職員との情報交換

会や意見交換会の時間も設けられており、交流を通し

た他館の情報収集や博物館同士の連携促進の機会

にも恵まれた。 

本稿では、機械式時計のメンテナンス（分解・組み

立て）を中心に取り上げ、どのような作業を体験し、そ

の中でどのような知見が得られたのかをまとめる。 

 

 
  *大阪市立科学館  

y-kimura@sci-museum.jp 

表１．日程表  

日付  研修内容  

11（火）  開講式・オリエンテーション 

講座概説  

理工資料棟の見学  

情報交換会  

12（水）  機械式時計の分解・組み立て 

13（木）  機械式時計の分解・組み立て 

時と時計に関する講義  

その他機械資料の取り扱いについて 

意見交換会  

14（金）  サイエンスコミュニケーション基礎講座  

閉講式  

 

２２．．機機械械式式時時計計のの分分解解・・組組みみ立立てて 

講師は国立科学博物館  産業技術史資料情報セ

ンター  センター長  前島  正裕氏、国立科学博物館  

名誉研究員  佐々木  勝浩氏であった。実習は参加者

の中から 2 人 1 組となり、2 人で 1 つの時計を扱った。 

 

２-１．ムーブメントの取り出し 

私たちのペアが分解・組み立てをした時計は写真１

の柱時計 (通称 :ボンボン時計 )である。形は角型で、振

り子がついている。一週間に 1 回ゼンマイを巻く、8 日

巻といわれる時計である。文字盤は算数字で書かれて

いる。算数字よりもローマ数字の時計の方が古いとのこ

とである。 
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写真１．メンテナンスを行う柱時計  

 

まず、振り子や針、文字盤を外した(写真２ )。古い時

計であるためか、箱や装飾の木材部が脆く、ゆっくり慎

重に外した。文字盤を外すと、そのすぐ裏にあるムー

ブメントが見えるようになる(写真３ )。 

 
写真２．外した針や文字盤  

 

 

写真３．時計の内部  

 

ムーブメントを固定するネジも外し、箱から取り出し

た（写真４）。ムーブメントには、アンソニア型と角型の 2

種類の構造がある。この時計はアンソニア型であった。

左側が「打ち方」、右側が「時方」と呼ばれる。打ち方

の方が複雑な構造をしている。上板には凹凸による模

様が付いている。これは、戦時中における金属不足の

影響を表しており、地金が薄くなっている。  

 

写真４．ムーブメント 

 

２-２．ゼンマイの解放  

時計の動力源であるゼンマイ（写真５）の解放を行

った。分解作業の中で最も注意が必要であった。ゼン

マイをゆっくりほどかなければ、蓄えられていた力が一

気に解放され、自身の怪我やムーブメントの破損につ

ながる恐れがあった。資料の破損だけでなく、メンテナ

ンスする者が怪我をする恐れがあることを学んだ。 

 
写真５．ゼンマイ 

 

木材の棒に巻鍵を取り付けた道具 (写真６ )で、ゼンマ

イが勢いよくほどけないように垂直に真上から押さえつ

けながら、ゼンマイを固定しているツメを外す。このツメ

はゼンマイの歯を固定しており、ほどけないようにストッ



木村 優斗 

- 26 - 

 

写真１．メンテナンスを行う柱時計  

 

まず、振り子や針、文字盤を外した(写真２ )。古い時

計であるためか、箱や装飾の木材部が脆く、ゆっくり慎

重に外した。文字盤を外すと、そのすぐ裏にあるムー

ブメントが見えるようになる(写真３ )。 

 
写真２．外した針や文字盤  

 

 

写真３．時計の内部  

 

ムーブメントを固定するネジも外し、箱から取り出し

た（写真４）。ムーブメントには、アンソニア型と角型の 2

種類の構造がある。この時計はアンソニア型であった。

左側が「打ち方」、右側が「時方」と呼ばれる。打ち方

の方が複雑な構造をしている。上板には凹凸による模

様が付いている。これは、戦時中における金属不足の

影響を表しており、地金が薄くなっている。  

 

写真４．ムーブメント 

 

２-２．ゼンマイの解放  

時計の動力源であるゼンマイ（写真５）の解放を行

った。分解作業の中で最も注意が必要であった。ゼン

マイをゆっくりほどかなければ、蓄えられていた力が一

気に解放され、自身の怪我やムーブメントの破損につ

ながる恐れがあった。資料の破損だけでなく、メンテナ

ンスする者が怪我をする恐れがあることを学んだ。 
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木材の棒に巻鍵を取り付けた道具 (写真６ )で、ゼンマ

イが勢いよくほどけないように垂直に真上から押さえつ

けながら、ゼンマイを固定しているツメを外す。このツメ

はゼンマイの歯を固定しており、ほどけないようにストッ
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パーの役割をしている。これを外すと、ゼンマイにブレ

ーキがかからず、うっかり巻鍵から手を離せば、一気に

ゼンマイが解放される。急な解放を防ぐため、押さえつ

けている手の力を小刻みに緩め、少しずつゼンマイの

力を解放させながらほどいていく。ほどき終えると、ゼン

マイは写真６のように広がる。この金属板が巻かれて小

さくまとまり、大きな力を蓄えていた。 

 

写真６．ゼンマイの解放  

 

２-３．歯車の取り外しと清掃  

ムーブメントを分解していく。ムーブメント表面の部

品や上板を外すと、組み合わさった多数の歯車が確

認できた（写真７）。歯車の形状はそれぞれ違い、番

号による名前が付けられているようで、歯車によっては

番号が印字されているものもあった。 

 

写真７．ムーブメントの内部  

 

見た目から構造の複雑さを感じるが、これらが組み

合わさって動力を伝え、時を刻み、時を知らせている。

時計の動作原理そのものを示しており、見応えのある

光景に感じた。このような形で機械資料の内部の構造

を展示として来館者に示すことができれば、普段見る

ことのできない光景から興味を喚起し、その機械の仕

組みを学べるのではないかと考えた。 

歯車や部品をひとつひとつ取り外し、トレイに入れた

（写真８）。基本的に分解したものはトレイに入れておく

べきである。机の上などに置けば、紛失の原因になる。

細かなことであるが、分解作業をする場合、紛失を防

ぐためにトレイ等の準備が必要であると感じた。 

 

写真８．トレイに入れた部品  

 

ゼンマイも取り外す。ゼンマイは中心に歯車があり、

これを軸に金属板が渦を描くように取り付けられていた。

この軸から金属板を外すのも少しコツが必要で簡単で

はなかった。外した金属板はダクト内で洗浄剤をかけ

た後（写真９）、紙で洗浄剤ごと汚れを拭き取った。ム

ーブメントから分解した歯車や部品も洗浄剤をかけて

清掃を行った。爪楊枝や歯ブラシを使い、歯車の溝や

上板、下板の穴に詰まった汚れを掃除した。  

 
写真９．金属板に洗浄剤をかけている様子  

 

２-４．ゼンマイの巻き付け 

クランプという  C 字型の金属製の輪の中に、金属

板が収まるように巻いていく。油断すると、ゼンマイがバ

ネのようにクランプから飛び出てしまう。金属板も特別
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柔らかくはなく、手の力もそれなりに必要であったが、

力任せにすれば飛び出るので難しい作業であった。巻

き付けることができると、クランプに収まる（写真１０）。 

 

写真１０．巻き付けたゼンマイ 

 

２-５．ムーブメントの組み立て 

ムーブメントを組み立てる。取り外したゼンマイや歯

車を元の配置に戻していった。分解する直前に、中の

歯車等の部品がどのように配置されているのかを撮影

していた。写真がなければ、元に戻すのは困難だった

ように思われる。資料を分解する場合、事前に記録を

撮っておくことの重要性を感じた。 

歯車や部品をすべて戻し、上板で挟み込む。歯車

の軸が上板の穴に垂直にはまっていなければ、上や

横から歯車の軸を覗き込み、爪楊枝でつついて軸と

穴を揃える。揃っていくと、上板が自重で徐々に下が

っていく。後から判明したことだが、この時計の上板は

元から歪んでいたようで、しっかりはまらない構造をして

いた。このようなトラブルもあるのだと知った。組み立て

後、2 種類の潤滑油を使い分け、ゼンマイや歯車の軸

穴に塗布した(写真１１ )。 

 

写真１１．潤滑油の塗布  

 

元の箱にムーブメントを取り付け(写真１２ )、文字盤

や針も戻した。こうして柱時計の組み立てが完了し、機

械式時計の分解・組み立てを通したメンテナンスを体

験することができた。 

 

写真１２．ムーブメントの取り付け 

 

３３．．機機械械資資料料のの修修繕繕ににつついいてて 

11 月 11 日に行われた意見交換会では、各参加者

の自己紹介とともに、それぞれが抱える懸念事項等を

講師や他の参加者と共有する時間が設けられていた。

その中で、機械資料は、修繕して動いている・動かせ

る状態にするのが良いのか、もしくは修繕せずにその

ままの状態を保てるように適切に保存していくのが良

いのかといった疑問が出ていた。それに対して、修繕し

た場合、壊れたパーツの交換等によりオリジナル性が

失われることが挙げられていた。将来の調査研究を見

据えるのであれば、修繕しないことも検討すべきのよう

である。一方で動態展示としてのメリットもあり、また、各

施設の考え方や方針もあり、どちらが正しいと結論でき

るものではないようでもある。 

 

４４．．おおわわりりにに 

学芸員専門研修アドバンスト・コースに参加する機

会を得て、機械式時計のメンテナンスを体験した。分

解・組み立てに係る様々な作業を通して、メンテナンス

において注意すべき点を学び、学芸員としての資質向

上を図ることができた。また、資料に対して、修繕すべ

きかどうかの判断について考えることもできた。どちらが

正しいというものではないが、教育普及や資料保存の

観点を踏まえつつ、今後のメンテナンスにおいて念頭

に置いておかなければならない。 

実習を経て、収蔵資料に対して実際に手を加えるこ

とへの抵抗感が完全になくなったわけではないが、注

意点や考え方を学んだ分、減らすことはできたはずで

ある。また、分解により時計内部の構造が見えたことは

面白く感じたため、内部を魅せる資料展示の方法など、

メンテナンス以外の応用面も今後模索していきたい。 




